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高校生が自らの人生を主人公として歩む

「高校生のキャリア意識形成」 を考える総合研究会
総合学科は高校生のキャリア意識をどう形成するのか

普通科の自治活動はキャリア意識形成にどう貢献するのか

「教育改革」 が進められる今、 そこから何を学ぶのか

■
民
研　

中
教
研
レ
ポ
ー
ト
③

◎
「
松
本
美
須
々
ヶ
丘
高
校
調
査
の

目
的
と
概
要
」
と
題
し
て
太
田
政
男

さ
ん
（
民
主
教
育
研
究
所
）
よ
り
。

報
告
は
以
下
の
通
り
。

調
査
対
象
の
選
定

＊
な
ぜ
、
松
本
美
須
々
ヶ
丘
高
校
を

調
査
対
象
に
選
ん
だ
か
、
そ
の
理
由

①
総
合
学
科
の
調
査
か
ら
普
通
科
の

学
校
も
調
査
し
た
い
と
考
え
た
時
、

志
学
館
高
校
と
同
じ
地
区
に
あ
り
、

学
力
的
観
点
も
加
味
し
て
選
定
し

た
。

②
美
須
々
ヶ
丘
高
校
の
特
色
と
し

て
、
職
員
・
生
徒
が
学
校
に
対
し
て

の
思
い
が
強
く
、
教
科
以
外
の
伝
統

民主教育研究所　中教研報告と
現場からの報告・討論で

「キャリア意識形成」を熟議

第 3回総合研究会報告
Part ２

の
豊
か
な
自
治
活
動（
双
蝶
祭
・
ミ
ス
ズ
っ

子
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
）
や
、
全
国
に
誇

る
美
須
々
ヶ
丘
憲
法
で
、
母
校
へ
の
思
い

が
形
作
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
に
も
注

目
し
た
。

調
査
の
ね
ら
い

＊
調
査
の
ね
ら
い
（
２
０
１
９
年
９
月
）

①
高
校
普
通
科
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
と
く
に
学
校
教
育
全
体
を
通
じ
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
。

②
教
科
以
外
の
教
科
外
活
動
や
特
色
あ
る

取
り
組
み
が
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
形

成
、
進
路
意
識
に
与
え
る
影
響
。

③
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
直
接
う
た
っ
て
い
な

い
学
習
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
効
果
を
あ

げ
る
可
能
性
、
事
例
・
・
生
徒
が
主
体
。
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「
普
通
科
高
校
に
お
け
る

『
キ
ャ
リ
ア
意
識
』
は
い
か
に
形
成
さ
れ
る
か
」

◎ 
次
に
、「
普
通
科
高
校
に
お
け
る
『
キ
ャ
リ
ア
意
識
』

は
い
か
に
形
成
さ
れ
る
か
ー
普
通
科
Ｆ
高
校
を
事
例
に
」

と
い
う
報
告
が
福
井
庸
子
さ
ん
（
民
主
教
育
研
究
所
）
よ

り
あ
っ
た
。
概
略
は

＊
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
す
る
質
問
と
し
て

①
入
学
時
よ
り
も
、
将
来
の
職
業
や
進
路
な
ど
自
分
で
決

め
よ
う
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
入
学
時
よ
り
も
、
自
分
で
考
え
た
り
行
動
し
た
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

③
入
学
時
よ
り
も
、
将
来
、
社
会
に
出
て
行
く
こ
と
に
自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
入
学
時
よ
り
も
、
自
分
の
意
見
を
発
言
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

⑤
入
学
時
よ
り
も
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
や
失
敗
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ね
ば
り
強
く
取
り
組
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

⑥
入
学
時
よ
り
も
、
職
業
や
進
路
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。

の
項
目
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。（
自
由
記
述
も
含
む
）

総
合
学
科
と
普
通
科
を
比
較
し
て

＊
総
合
学
科 

塩
尻
志
学
館
高
校
と
普
通
科 

美
須
々
ヶ
丘

高
校
を
比
較
し
て

　

塩
尻
志
学
館
高
校
は
入
学
時
よ
り
、
比
較
的
キ
ャ
リ
ア

意
識
を
持
っ
て
入
学
し
て
お
り
、
特
に
、
２
年
か
ら
３
年

で
、
一
挙
に
伸
び
る
。
美
須
々
ヶ
丘
高
校
は
入
学
時
は
意

識
は
あ
ま
り
高
く
な
い
が
、
着
実
に
キ
ャ
リ
ア
意
識
は
伸

び
て
お
り
、
特
に
、
１
年
か
ら
２
年
に
か
け
て
の
伸
び
が

著
し
い
。
そ
の
理
由
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
調
査

が
中
断
し
た
た
め
、
不
明
。

＊
美
須
々
ヶ
丘
高
校
で
、
何
が
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
形
成
に

影
響
を
与
え
て
い
る
か
。
自
由
記
述
か
ら
考
え
ら
れ
る
の

は
、
文
化
祭
・
卒
業
式
な
ど
の
行
事
。
そ
れ
も
、
生
徒
自

ら
作
り
上
げ
る
も
の
や
、体
や
頭
を
動
か
し
進
め
る
も
の
。

＊
進
路
行
事
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
は
、
後
の
進
路
に

関
わ
る
内
容
の
も
の
（
卒
業
生
・
企
業
の
方
の
話
を
聞
く

な
ど
）
が
大
き
く
、教
科
の
補
習
な
ど
は
影
響
が
小
さ
い
。

＊
生
徒
会
本
部
役
員
・
文
化
祭
実
行
委
員
や
有
志
委
員
な

ど
の
経
験
者
は
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
高
い
。

＊
部
活
動
参
加
者
に
は
、
特
に
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
但
し
、
自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
、
発
表
を
行
っ

て
い
る
部
の
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」
は
強
く
出
て
い
る
。

＊
日
常
の
教
科
活
動
が
ど
の
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
意
識

形
成
に
つ
な
が
る

の
か
。
特
に
影
響

を
受
け
た
教
科
は
、

英
語
・
数
学
が
大

き
く
、
次
い
で
、

生
物
・
国
語
古
典
・

政
経
な
ど
で
あ
る
。

自
由
記
述
を
み
る

と
、
英
語
は
将
来

の
進
路
に
関
係
し

て
い
る
か
ら
、
数

学
は
自
分
が
向
い

て
い
な
い
と
早
く
決
断
で
き
た
か
ら
、
政
経
は
関
心
が
社

会
に
向
け
ら
れ
た
か
ら
、
な
ど
の
理
由
で
あ
る
。

＊
進
路
希
望
の
性
差
は
い
つ
頃
に
現
れ
る
の
か
を
分
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
男
子
よ
り
も
女
子
の
方
が
進
路
に
関
す

る
意
志
決
定
が
早
い
傾
向
が
る
。
そ
こ
か
ら
、
女
子
の
選

択
肢
が
男
子
よ
り
も
限
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
予
測
さ

れ
る
。

＊
男
子
の
場
合
、
保
護
者
の
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
期
待

が
３
年
間
を
通
し
て
高
止
ま
り
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
女
子
は
大
き
く
減
少
し
て
い
く
。

＊
進
路
の
性
差
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、
学
校
で
の
勉
強

へ
の
意
欲
、
放
課
後
の
学
習
時
間
が
、
女
子
に
限
っ
て
減

少
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、「
学
校
の
勉
強
は
た
め
に
な
る

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

男
子
は
た
め
に
な
る
、
と
答
え
る
層
が
増
加
し
、
た
め
に

な
ら
な
い
、
と
答
え
る
層
が
減
少
す
る
こ
と
に
現
れ
て
い

る
。

＊
ま
た
、「
学
校
の
勉
強
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
る
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
女
子
は
つ
ま
ら

な
い
、
と
感
じ
る
層
が
増
加
す
る
一
方
、
つ
ま
ら
な
く
な

い
、
と
答
え
る
層
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
考
察
で
き
て
い
な
い
。

＊
こ
の
よ
う
な
男
女
の
性
差
に
よ
る
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」

形
成
の
違
い
は
、
生
徒
に
起
因
し
な
い
外
部
の
影
響
（
家

庭
の
経
済
や
、
旧
来
の
価
値
観
な
ど
）
が
、
無
自
覚
な
ま

ま
、
生
徒
本
人
の
進
路
選
択
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

＊
今
後
、
性
差
に
由
来
す
る
経
験
な
ど
も
含
め
て
生
徒
と

共
に
捉
え
返
し
、
彼
女
た
ち
の
選
択
の
幅
が
必
ず
し
も
、

男
女
平
等
で
は
な
い
点
を
理
解
し
た
上
で
、
性
差
に
と
ら



（3）　　 長 野 県 教 育 文 化 会 議　　　 教 文 通 信　No. 290　(2024-5)　　　　2024 年 9 月 25 日 発 行

教文 HP は「長野県教文会議」   https://kyobun-kaigi.org/

わ
れ
な
い
、
将

来
へ
の
展
望
が

描
け
る
よ
う
な

教
育
的
な
働
き

か
け
が
必
要
で

あ
る
。

■
実
践
報
告

◎
次
に
職
業
高
校
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
山
下
昌
秀
さ
ん

（
上
伊
那
農
業
）
の
「
上
農
で
私
と
伊
那
谷
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
」
の
レ
ポ
ー
ト
が
示
さ
れ
、
当
日
来
ら
れ
な
か
っ
た

山
下
さ
ん
の
代
わ
り
に
、
同
校
の
田
澤
秀
子
さ
ん
よ
り
補

足
説
明
が
あ
っ
た
。
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
は

＊
７
年
前
の
学
科
改
編
で
４
学
科
８
コ
ー
ス
と
し
た
。
そ

の
結
果
、
生
徒
像
が
変
わ
り
、
地
区
で
は
人
気
校
へ
と
変

化
し
た
。

＊
HR
ご
と
の
授
業
で
は
ク
ラ
ス
の
人
間
関
係
が
構
築
さ

れ
、
専
門
学
習
で
は
、
コ
ー
ス
の
人
間
関
係
構
築
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
部
・
班
活
動
や
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
も
人
と

の
つ
な
が
り
を
さ
さ
え
て
い
る
。

＊
１
年
次
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
学
習
で
、
多
く
の
農
業
科

の
職
員
が
か
か
わ
る
こ
と
で
生
徒
の
情
報
交
換
が
増
え
、

「
コ
ー
ス
の
生
徒
は
コ
ー
ス
で
育
て
る
」
の
ス
タ
イ
ル
に

変
化
し
、
担
任
の
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い
る
。

＊
探
究
学
習
に
必
要
な
こ
と
は
、
教
員
が
本
物
や
現
場
に

触
れ
る
接
点
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
す
る
こ
と
、
生
徒
同
士

の
学
び
あ
う
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

＊
自
己
肯
定
感
を
育
む
き
っ
か
け
は
多
様
な
人
々
と
の
出

会
い
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
教
員

の
役
割
。
こ
れ
ら
は
、
上
伊
那
総
合
技
術
新
校
（
仮
称
）

設
立
に
も
必
要
な
理
念
で
あ
る
。

以
下
、
田
澤
さ
ん
か
ら
の
補
足
部
分

＊
２
年
後
に
、
１
学
年
３
学
級
規
模
の
学
校
と
な
る
。
総

合
技
術
高
校
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
農
業
科
３
ク
ラ
ス
は

維
持
し
た
い
、と
い
う
意
見
が
多
い
。そ
の
際
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
ど
う
す
る
か
、
な
ど
課
題
も
多
い
。

＊
現
在
、
専
門
的
な
探
究
活
動
を
進
め
て
い
る
が
、
基
礎

学
力
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
ま
た
、
探
究
学

習
は
専
門
分
野
の
教
員
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
ど
う

す
る
の
か
。
異
動
し
て
し
ま
う
と
継
続
は
難
し
い
。

＊
生
徒
達
は
、
大
変
素
直
で
よ
い
子
だ
が
、
批
判
的
に
事

象
を
捉
え
る
力
・
本
質
を
見
極
め
る
力
が
弱
い
と
感
じ
る
。

ま
た
、
自
分
の
力
に
自
信
が
無
い
の
か
、
評
定
平
均
が
高

い
生
徒
達
も
、
推
薦
・
指
定
校
推
薦
の
ほ
う
に
流
れ
や
す

い
。
自
分
の
力
を
活
か
し
て
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿

勢
が
弱
い
。

■
指
定
討
論

　

次
に
、
塩
尻
志
学

館
高
校
・
松
本
美

須
々
ヶ
丘
高
校
の
元

職
員
の
方
か
ら
、
学

校
の
様
子
を
お
話
を

お
聞
き
し
た
。
民
研

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

容
と
重
な
る
部
分
が

多
く
、
よ
り
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

◎
元 

塩
尻
志

学
館
高
校 

職

員
で
あ
る
岡

庭
真
一 

さ
ん

（
現
松
本
深
志

高
校
）
か
ら

の
報
告

＊
８
年
間
、
志
学
館
に
い
た
が
、
何
ら
か
の
目
的
意
識
を

持
っ
て
入
学
し
て
く
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
日
常
的
に
外

部
の
人
の
話
を
聞
く
→
メ
モ
を
と
る
→
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
話
し
合
う
→
発
表
、と
い
う
形
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
苦
手
な
生
徒
で
あ
っ
て
も
、
周
り
に

影
響
さ
れ
て
、
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
教
師

は
と
に
か
く
忙
し
い
。毎
回
、生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
し
返
す
、
を
繰
り
返
す
。

＊
１
年
の
早
い
う
ち
に
科
目
選
択
を
さ
せ
る
が
、
生
徒
と

話
し
合
い
を
し
っ
か
り
と
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
。
自
由

選
択
が
多
い
の
で
、専
門
の
教
師
に
話
を
聞
き
に
行
か
せ
、

決
め
さ
せ
る
。

＊
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
さ
せ
、
皆
の
前
で
発
表
し
あ

う
。
そ
れ
が
、い
い
意
味
で
刺
激
と
な
っ
て
、個
々
の
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
ヒ
ン
ト
と
も
な
る
。

＊
探
究
活
動
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
メ
イ
ン
と
な
る
。
積
極

的
に
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
生
徒
も
多
く
、
地
元

企
業
か
ら
の
評
判
は
大
変
よ
い
。

◎ 

元
美
須
々
ヶ
丘
高
校
職
員
の
祖
父
江
信
一
さ
ん
（
現

田
川
高
校
）
か
ら
在
職
当
時
の
卒
業
式
の
ビ
デ
オ
を
見
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
話
い
た
だ
い
た
。

＊
卒
業
式
は
Ⅱ
部
制
で
行
っ
て
お
り
、Ⅰ
部
は
い
わ
ゆ
る
、



長 野 県 教 育 文 化 会 議　　　 教 文 通 信 No. 290　(2024-5)　　　2024 年 9 月 25 日 発 行　　（4）

教文事務局へのメールは　kyobun.nagano-h@educas.jp

＜ 2024 教育のつどい in 大阪＞

儀
式
的
な
も
の
。
Ⅱ
部

は
卒
業
生
が
自
ら
、
企

画
運
営
に
携
わ
る
も

の
、
と
い
う
形
が
何
十

年
も
伝
統
的
に
継
承
さ

れ
て
い
る
。

＊
な
ぜ
、
Ⅱ
部
制
に

な
っ
た
か
。「
入
学
式

に
在
校
生
が
参
加
し
な

い
の
は
、
お
か
し
い
。

ま
た
、
卒
業
生
が
、
世

話
に
な
っ
た
人
た
ち
を
前
に
自
分
た
ち
の
３
年
間
を
総
括

す
る
場
が
欲
し
い
。」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
学
校
側
が

そ
れ
を
受
け
入
れ
た
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

＊
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
特
に
、
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
自
治
的
な
活
動
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が
何
を
な
す

べ
き
か
、
何
が
全
体
に
と
っ
て
、
最
良
な
の
か
、
生
徒
た

ち
で
考
え
実
行
し
て
い
く
、と
い
う
風
土
が
学
校
に
あ
り
、

様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

学
ぶ
の
で
は
な
い
か
。

■
研
究
討
論

質
問
:
普
通
科
に
お
け
る
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
形
づ
く
り

が
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
、
よ
く
わ
か
っ
た
。
と

こ
ろ
で
、
総
合
学
科
が
導
入
さ
れ
た
当
初
、
文
科
省
は
全

国
で
１
０
０
０
校
に
す
る
、と
意
気
込
み
、ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

的
に
強
引
に
進
め
よ
う
と
し
た
。
少
し
ず
つ
、
ト
ー
ン
ダ

ウ
ン
し
て
５
０
０
校
に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
落
ち
着
い

た
が
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
総
合
学
科
高
校
は
減
に
転

じ
、
３
０
０
校
余
り
で
あ
る
。
国
レ
ベ
ル
で
推
進
さ
せ
る

と
い
う
よ
り
も
、
各
都
道
府
県
ま
か
せ
に
な
っ
て
い
る
。

「
新
た
な
普
通
科
」
と
い
う
発
想
も
入
っ
て
き
て
お
り
、

総
合
学
科
な
ど
の
多
様
化
路
線
と
は
異
な
っ
て
い
る
印
象

だ
。
今
、「
総
合
学
科
」
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

回
答
:
当
初
、「
人
材
育
成
」
と
い
う
政
策
の
目
玉
と
し

て
、
文
科
省
は
強
引
に
現
場
に
下
ろ
し
て
進
め
よ
う
と
し

た
が
、
現
在
は
頓
挫
し
て
い
る
。
民
研
の
年
報
22
号
に
各

都
道
府
県
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
高
校
の
再
編

計
画
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
主
導
で
は
な

く
、
都
道
府
県
に
す
べ
て
任
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
。
文
科

省
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
経
費
が
か
か
る
こ
と
、
保
護
者

の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
。
普

通
科
の
統
廃
合
と
セ
ッ
ト
で
あ
り
、「
総
合
的
な
学
び
」

の
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

感
想
:
長
野
県
は
総
合
学
科
が
全
国
的
に
減
に
転
じ
て
い

る
中
で
、
再
編
計
画
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
普
通
科

の
統
廃
合
と
セ
ッ
ト
で
あ
り
、「
総
合
的
な
学
び
」
の
理

念
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
く
、
統
廃
合
の

手
段
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
い
。

■
ま
と
め

＊
「
総
合
制
」
の
学
び
に
つ
い
て
。
理
念
は
「
横
断
的
な

学
び
」
を
意
味
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
困
難
校
や
低
辺
校

の
統
廃
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
無
理
が
あ
る
。

多
様
化
の
便
利
な
方
法
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
頑
張
っ

て
い
る
学
校
は
ほ
ん
の
一
握
り
。

＊
今
回
の
研
究
結
果
を
現
場
の
教
員
達
と
共
有
す
る
こ
と

の
意
味
を
再
確
認
し
た
。

（
常
任　

中
村
富
貴
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　教文通信写真館エッセイ（続き）

かわいいけれど外来種  
人をあまり恐れず、かわいい仕草を見せて

くれます。巣穴に巣材を運ぶ様子なども見ら
れました。
　本州にはシマリスはいませんでした。ペッ
トとして朝鮮半島などから輸入されたシマリ
スが、かご脱けや意図的な放獣により野生化
したと考えられます。少し古い分布図では信
州には侵入していないように描かれています
が、最近急激に分布を広げているようで、霧ヶ
峰や美ヶ原周辺の森林にはかなりの数生息し
ていると思われます。他の外来種ほど影響が
大きくないと考えられることから、今の段階
では要注意外来生物に指定されています。
　北海道には在来の亜種エゾシマリスが生息
しています。しかし、本州同様に輸入された
シマリスも野生化しており、これらの大陸亜
種との交雑により、在来種の遺伝子のかく乱
が心配されています。

動画　
h t t p s : / / d r i v e . g o o g l e . c o m / f i l e /
d/1w1xLy5dajD7lhaYbV2a-wccOM12EaGSv/
view?usp=sharing
 シカの声も入っています。
シマリスの YouTube 動画
 https://youtu.be/NZHIyK6_Z78
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「タタラ」という平たい板状に伸ばします。まわりがひび割れ

てしまうので、少しずつ、少しずつ。伸ばしてはひっくり返し、

伸ばしてはひっくり返し、の繰り返し。私は、パイ生地やパスタ

生地を伸ばしている気分になりました。😋😋😋😋

ひび割れてしまい、まるで 3 分クッキングのように、武居先生

のタタラを受け取った O 先生「生徒は切ないってことがわかっ

た。」生徒の気持ちがわかる研修にもなりました。

さて、いよいよ仕上げ。木の葉のお皿は、本物の葉っぱを

押し付けて切り抜き、形を整えます。

（この辺り、私は集中して製作中のため、写真はありません）

コーヒーカップは筒状にして、底と取っ手を付けます。

                   コーヒーカップ？

                   ビアカップ？

作品は十分に乾燥させてから窯で焼き上げます。どんな仕上がりになるのか楽しみです

ね。完成した作品は、10 月のくれき野祭にて展示します。ぜひ、ご覧ください。

ご参加くださった先生方、武居先生、ありがとうございました。

 

【【支支部部費費のの給給与与引引きき去去りりににつついいてて】】 

 過日、事務局より連絡があり、今年度の支部教文会費 1,200 円を、9 月の給料より引

き去らせていただくことになりました。よろしくお願いします。

【【支支部部教教研研ににつついいてて】】

今年度は、松松本本県県ヶヶ丘丘高高校校にて 99 月月 2211 日日（（土土））に行われます。詳細は、後日事務局

より連絡があると思います。予定に入れておいて下さいね。

9:00～10:00 課題別研究会

10:30～12:00 記念アトラクション（ダブルダッチの予定）

13:00～  教科別研究会

・今すぐやってみようと思う事柄がいくつもあったので、帰ってすぐ家族に伝達 

講習をしました。災害が予想される場合、旅行にでかけてもいいという話があった 

ので、家族に提案してみました。『それめっちゃいいじゃん！』と言っていました。 

我が家は災害の際は 6 メートルまで浸水するとのこと。とてもこわいです。大事な 

もの（現金や臍の緒？思い出のものなど）はなるべく高いところにしまおうと思いま 

した。 
・午前中の実践報告とシンクロする話もあり、よかったです。さすがアナウンサー 

といった講義で聞きやすかったです。 ・テンポよく気候危機について最新の知識を学ぶことができました。奥村先生の 

発信に元気をもらいました。 ・長沼の水害で危機感はあったものの、どこか他人事だったなと感じました。 

アウトプットして自分の知識として確かなものにできるように家族や職場で共有し   講師 奥村奈津美様 

ていきます。 
 

６ グループワーク「クロスロード」太田英雄 様 
・初めてクロスロードをやりましたが、難しかったけどいろいろな方の意見が 

聞けてとても参考になりました。続きをもっとやりたいと思いました。 

・事前の備えとして、イメージトレーニングができる時間になりました。グルー 

プワーク楽しかったです。 ・自分の考えだけでは思いつかないことをワークで知ることができました。 

日頃からシュミレーションしておくことが大切だと学びました。 

・決めることが難しい案件が多く、とても考えさせられました。自分を守ること     講師 太田英雄様 

から始めて備えておくようにしたい。 ・クロスロードは初めて行いました。立場状況で様々な意見で参考になりました。身近な人と意見をまとめておき

たいと思いました。まずは防災アプリを入れて、災害に備えたいと思います。 

・自分の身にも関わることなので、とても為になりました。生徒にもやらせてみたい。 

・災害について究極の選択を迫られることもあるなと考えさせるワークでした。 

 

７ ペットボトル（お茶等）の購入について（中止してよいか） 

・全員賛成のご意見でした。  

研究会活動あり方検討について  本年度は「学校保健集録や学校保健情報について」と「役員体制について」検討をしています。第９９回学校保

健研究会ではアンケート結果についてお知らせいたしました。今後、研究会長会でいただいたご意見等も含め検

討を深めていきます。さらにご意見がある場合は、８月末ごろを目安に各支部の研究会長にご連絡ください。 

 

 

オオリリンンピピッッククにに寄寄せせてて   8/1 第 33 回オリンピック競技大会（2024/パリ）TEAM JAPAN（IOC）からメッセージが出されました。応援が

選手の励みになっている一方、SNS での誹謗中傷、批判に心痛めるとともに不安や恐怖を感じることがあることが書かれ

ていました。東京オリンピックから３年間、並々ならぬ日々の努力の結果、パリオリンピックの舞台に立たれた選手に心

ない書き込みをする人がいる状況に心痛めるとともに、日々の保健室での生徒の姿に重ねあう部分もありました。心ない

メッセージを受け取り、意気消沈する生徒の姿に重ね合わせ「見なければいい」だけでは済まされない課題を感じさせら

れました。 
そして４月から準備を重ねた第 99 回学校保健全県研究会では、当日になりグループ討議がなくなる予定変更をいたし

ましたが、会員の皆様の感想からはたくさんの「プラス思考」メッセージをいただき、よき仲間に恵まれたことに感謝の

気持ちでいっぱいになりました。いただいた「プラス思考」メッセージを糧に、次の第 100 回学校保健全県研究会に向

け、役員一同がんばっていきたいと思います。 
 

１２：４５～ 研修会    静岡大学 小清水貴子氏   「考える被服製作～謎解き被服製作の指導法～」
研修開始後、内側に折られたワークシート（開くまで何を作るかまだ分からない）が配布され、「本日は本を入れる巾着袋を作ります」と、ここでやっと謎解き実習が開始！ 小清水先生よりワークシートの説明後「先生同士で聞いたり教え合わないでください。教えてしまうことは生徒の学ぶ機会を奪うことになります。先生方もそれぞれ考えて製作を進めてください。」その後は生徒になって、スマホで撮影したり黙々と手を動かし製作しました！

【研修会：先生方からの感想より】
・夏休み前までに、被服実習を何度か授業で行っていたため、被服製作の指導方法についてとても勉強になりました。生徒自

身に気づかせる指導をすることで、なぜその工程が必要なのか根拠を考え、より追求した学びにつながると感じました。夏

休み明けの授業で実践したいと思います。  ・生徒にどう深い学びを落とし込むか、つかめそうです！

・なぜ？という問いをうまく取り入れていきたい。知識を持ってしまったら、それはそういうものとなってしまうが、来し方

を考えると失敗したことから学んだ日を思い出した。子どもたちから失敗を奪ってはいけないし、練習でやってみて本番で

失敗させない体験を上手く授業に入れたい。
・実際に考えながらやることで生徒の気持ちになれました。今後の被服製作指導に活かせる内容でした。

・こういう被服実習ができたらいいなぁと思いました。どうしても“教え込む”授業になってしまうので。全てを同じにでき

なくても問をいれるなど要素を取り入れていけたらと思います。一番始めに紐のことまで考えさせるというのは驚きでした１５：００～ コーヒー講座・交流会 【お楽しみのザイデンシュトラーセンさんの出張カフェ：先生方からの感想より】
・丸子の歴史を感じることができ、また、こだわりのコーヒーやケーキが良かった。自由に話
せる時間は良かった。もっと時間が欲しかった。
・とても美味しいコーヒーとケーキをいただき、楽しいひとときを過ごすことができました。やはりリアルに会って話をするというのは大切だと思いました。パワーもらいました！

【参集オンライン併用・運営について：先生方からの感想より】・オンライン併用で遠方のため助かりました。運営の先生方ありがとうございました。
・企画運営の先生方ありがとうございました。久しぶりに参加したのですが、内容が非常に充実していて、参加できてとても

よかったです。  ・こうであったらいいな！を全部叶えていただいた学習会でした。本当にお疲れさまでした。

・色々と準備していただき、ありがとうございました。久しぶりに参集で参加させていただき、オンラインとはやはり雰囲気

が違うなあと思いました。大学の先生の講義を聞くのは新鮮で、とても良かったです。（自分の授業と比べて落ち込みまし

たが・・・）企画・運営は大変ですが、このような会を今後も続けていってもらいたいな、と思います。色々と工夫してい

ただいた会でとても楽しかったです。ありがとうございました。・広くて機能的な会場に驚き、また支部で協力されている所も良かったです。お世話になりありがとうございました。今後の予定 9 月：教育課程研究協議会 / 10 月 15 日：県との懇談会/ 11 月 2 日：県教研（オンライン）

2024 年夏　大いに学びました　教文研修 ・自主研修で

　

８
月
19
日
（
月
）
猛
暑
の
中
、

長
野
県
高
校
地
理
教
育
研
究
会（
高

地
研
）
の
夏
季
巡
検
（「
関
東
西
部

巡
検
」）
に
参
加
し
ま
し
た
。
目
的

地
は
高
尾
山
薬
王
院
と
三
富
新
田

（
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
）
で
す
。

12
名
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

松
本
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
借

り
上
げ
て
、
ま
ず
は
高
尾
山
に
向

か
い
、
薬
王
院
で
加
持
祈
禱
を
う

け
、
電
車
に
乗
っ
て
国
分
寺
で
お
昼
、
再
び
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
三
芳

町
に
向
か
い
ま
し
た
。
地
理
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
畑
の
新
田
の

景
観
・
農
業
の
様
子
な
ど
、
三
芳
町
の
職
員
の
こ
う
だ
さ
ん
に
伺
い

ま
し
た
。
三
芳
町
立
上
富
小
学
校
の
屋
上
か
ら
、
新
田
を
眺
め
ま
し

た
。
帰
路
は
雷
と
豪
雨
の
中
、
松
本
に
向
か
い
ま
す
。

　

暑
い
中
の
夏
季
巡
検
が
去
年
か
ら
復
活
し
ま
し
た
。
昨
年
は
米
軍

座
間
キ
ャ
ン
プ
・
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
横
浜
中
華
街
で

し
た
。

　

巡
検
参
加
は
旅
費
別
途
の
学
校
出
張
で
す
。
教
育
公
務
員
特
例
法

に
よ
る
「
改
正
研
修
受
講
履
歴
記
録
シ
ス
テ
ム
及
び
教
員
研
修
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と

や
ら
に
も
、
入
力
し
ま

し
た
。
自
主
研
修
の
記

録
が
サ
ー
バ
ー
に
残
る

こ
と
に
や
や
違
和
感
を

覚
え
ま
す
け
ど
。

（
松
本
蟻
ケ
崎
高
校　

　

望
月　

映
）

松本筑摩高校 教文通信 6        2024.７.30猛暑日が続いています💦💦💦💦 パリオリンピックも始まって、寝不足気味の方もいらっしゃるでしょうか。午前部・午後部は懇談会が終わり、7 月 26 日から夏休みに入りました。生徒がいない分、少しは涼しい？ なんてことはなく、被服準備室では、最高室温 36.0℃！の新記録の更新です🥵🥵🥵🥵

【【第第２２回回教教文文校校内内研研修修会会ののごご報報告告】】  
7 月 29 日に、第２回研修会が行われました。新しくクーラーが入った美術室で、猛暑

の中でしたが快適に行うことが出来ました。
はじめに武居浩司先生より陶芸についての楽しい講義と作り方の説明が 30 分ありまし

た。次々と繰り出される武居ワールドに、もっと話しを聴きたい！でも早く製作した

い！！ ということで、「土と親しむ」製作スタート😄😄😄😄

                    どんな作品になるかな？

説明を受けて、レベル５の「コーヒーカップ」から、レベル１の「木の葉のお皿」へと変更する人も(笑)

空気を入れないように、力を入れてこねます。

第第 112288 回回 家家庭庭科科教教育育研研究究会会 全全県県夏夏のの学学習習会会報報告告 

  大勢の先生にご参加いただき、楽しく充実した学習会となりました。ご協力ありがとうございました。

１０：００～ 総会

山岸会長の挨拶により総会がスタートしました。教文事務局の内堀先生からは入

試制度、教員調整額や働き方、不登校生の学びについて等の情勢報告をいただきま

した。教員定数が改善されていない現状として、長野県では 5 月に 6 名の欠員が

生じ教員の負担が増しているとのことでした。スムーズな議事進行により短時間で

総会は閉会。担当の宮坂先生より丁寧にまとめてくださった基礎調査の中間報告が

ありました。全県の先生方、調査にご協力いただきありがとうございました。県と

の懇談会に利用させていただきますが、各学校の学習環境改善にもご活用ください。

１０：４５～ 講演会   静岡大学 小清水貴子氏 「これからの家庭科教育を捉える視点」

【講演会：先生方からの感想より】

・とても勉強になる講演でした。特に家庭基礎、家庭総合の指導にマンネリ化してい

たので、家庭科教育の専門の方のお話が聞けてよかったです。

・情勢から課題まで大学の先生の講義が聞けたのはとてもよかった。概念を獲得する

ことにより学習の目的が明確になると感じました。

・これから先、どのような社会になるかが分からない時代だからこそ、生徒自身が考

える場面や気づきを得られる場面作

りが重要だと感じた。また、各科目の特性も含めどう知識を使うのかという

視点を持てるような課題の提示方法なども検討することが重要だと思った。

・家庭科で何をどう学ぶかの方向性を示して頂き、自分の迷いが幾分晴れた

カンジがしました。ありがとうございました。

・自分の生活は自分の手でより良くすること。なぜと問うこと、批判的な思

考などのつながりがよく分かりました。

・久々に教文らしい研修会となり、よかった。

１１：４５～ 昼食・販売タイム

酵素玄米おはぎ入りの自然食お弁当をいただいた後は、

以下の学校より特産品の販売をしていただきました。

◎下伊那農業→リンゴジュース・手摘み茶・煎茶

◎南安曇農業→酸乳飲料

◎上伊那農業→いちごジャム  

◎丸子修学館→夏野菜・トマトケチャップ

各高校の魅力的な商品をお得に買えて大盛況でした♡ 販売実施校の先生方ご協力ありがとうございました！

家 庭 科 情 報  Nｏ.３              2024.8.26                    

8 月 5 日 丸子修学館高校大講義室 参加人数 ： 会場参加 35 名・オンライン参加 8 名

松本筑摩高校職場教研
2024 年度 2 回目の今回は

「土と親しむ」

学校保健全県研究会（8/2 開催）は 99 回目
実践報告・講演・グループワークを実施

家庭科教育全県研究会（8/5 開催）は
128 回目

講演会・講習会・交流会で充実！

1 全体の運営について（会場・日程・進行等） 

３ 実践報告について 

 
 
 

 
 
 
 

 
オリンピ

ック（2024/パリ）が
開催され

、連日の
熱戦に

少々睡
眠不足

となりな
がら

も、会員
４４名に

ご参加い
ただき、

8/2 第９９回
学校保

健全県
研究会

が上田
市サ

ントミュー
ゼを会場

に無事
開催す

ることが
できまし

た。あり
がとうご

ざいまし
た。 

当日の
アンケー

トをご紹
介します

。 

 

・午前の
実践報

告も、午
後の講

演や演
習も、少

し時間が
足りない

感じには
なり

ましたが
、内容が

充実して
いたので

満足感
がありま

した。 

・実践レ
ポートが

出され教
文本来

の形を大
事にして

いただけ
たと思い

ます。 

レポータ
ーの先

生方あ
りがとう

ございま
した。 学ぶ内

容は盛
りだくさ

んで時
間

が足りな
かった気

がします
。良い企

画でした
。 

他、会場
や日程

、進行が
よかった

という感
想を沢山

いただき
ました。

 

２０２４年 ８月（Ｎｏ．4）

第 529 号 

教育文化会議学校保健研究会 

（担当： 更埴） 

 

飯森研究会長 あいさつ 

・資料
がスク

リーン
に映し

だされ
ていた

ので良
かった

です。
もう少

し拡大
されて

いれば
尚良か

ったで
す。 

他、よか
ったが多

数でした
。 

 

・災害は
身近に

あるとい
うことを先

生方の
実践を通

して感じ
ました。

いざとい
うとき、家

や学校
に被害

があった
時にどう

対応して
いくのか

、マニュ
アルの確

認やブ
ラッシュ

アップが
必要だ

なと思っ
たのでや

っていき
たいと思

います。
 

・４人の
先生の

報告が
とても参

考になり
ました。

グループ
討議が

なくても
４人の先

生方の
発表をし

っかり聞
けて良か

ったです
。今週末

早速ポ
ンチョ（

ちょっと
高めの）

を買いに
行こうと

思いまし
た。 

・小森先
生の実

践に感
動しまし

た。すご
い実践

だと思い
ます。 

・他人ご
とに感じ

てしまう
防災を実

際の学
校の写

真などを
盛り込ん

でお話
しいただ

けて、自
分事とと

らえるこ
とができ

ました 

・大変勉
強になり

ました。
学校に

帰ってか
ら、マニ

ュアルの
確認、備

品の確
認をしよ

うと思っ
た。 

・各学校
や先生

方の経
験をお伺

いして、
勉強に

なりまし
た。災害

に備えて
やること

や、災害
後の出

来事な
ど想像

すること
ができま

した。 

長野西高校中条校 町田先生 屋代高校 山寺先生 市立長野高校 原田先生 佐久総合技術高校小森先生 

（４ グループ討議中止） 

・とても分
かりやす

く、聞き
やすく、

参考に
なる講演

でした。
自分の

住所の
ハザー

ドマップ
、初めて

見ました
。このよ

う

な機会
を与えて

いただき
ありがと

うござい
ました。

この夏休
みは購

入させて
いただい

た本をし
っかり読

もうと思
いま

す。 

・避難場
所にも、

地震、土
砂、洪水

と指定さ
れている

ことは知
りません

でした。
避難す

るときは
本当に

安全な
場所

に行ける
よう準備

しておき
たいです

。 

５ 講演 「子どもたちの命と未来を守る～気候危機と水害対策～」 奥村奈津美 様 

２ 議事、報告について 
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暑
い
、
暑
い
大
阪
で
熱
く
語
り
合
っ
て
き
ま
し
た

２
０
２
４
教
育
の
つ
ど
い
in
大
阪　

報
告

　

８
月
16
日
か
ら
18
日
、
大
阪
市
内
で
教
育
の
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。長
野
県
か
ら
は
19
名（
内
レ
ポ
ー
タ
ー

９
名
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
生
２
名
も
参
加
し

分
科
会
で
発
表
を
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
、
５
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
18
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
７
６
本

の
レ
ポ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
３
日
間
の
参
加
者
は

の
べ
４
３
０
０
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）
で
し
た
。

16
日
の
開
会
全
体
集
会
は
中
之
島
の
大
阪
市
中
央
公
会

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
で
、
映

像
の
世
紀
「
パ
リ
は
燃
え
て
い
る
か
」
の
演
奏
で
開
幕
し
、

初
日
は
１
０
０
０
名
の
参
加
者（
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人
）

で
２
階
席
ま
で
参
加
者
で
溢
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
斉
加
尚
代
さ
ん
（
毎
日
放
送
報
道
情
報
局

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
が
「
な
ぜ
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
は
狙
わ
れ

る
の
か
？　

歴
史
改
ざ
ん
と
『
愛
国
』
の
危
う
さ
を
考
え

る
」
と
題
し
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
東
京
都
知

事
選
に
触
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
視
聴
率
競
争
社
会
、
ア
テ

ン
シ
ョ
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
時
代
だ
と
現
状
分
析
を
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
大
阪
維
新
の
会
に
つ
い
て
、
公
教
育
を
ビ
ジ

ネ
ス
の
こ
と
ば
で
語
り
市
場
化
し
て
い
る
。
大
阪
は
政
治

主
導
の
教
育
改
革
の
実
験
場
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
ま

し
た
。
大
阪
で
は
私
立
高
校
授
業
料
無
償
化
が
実
施
に
と

も
な
い
、
私
学
へ
の
進
学
の
流
れ
が
加
速
化
す
る
中
で
、

３
年
間
定
員
割
れ
す
る
公
立
高
校
は
統
廃
合
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
一
層
の
再
編
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
斉
加
さ
ん
は
、
映
画
「
教
育
と
愛
国
」
に
触
れ
、
教

育
基
本
法
改
悪
に
と
も
な
い
「
政
府
見
解
」
が
教
科
書
に

編
成
さ
れ
、
創
意
工
夫
し
た
授
業
か
ら
教
科
書
通
り
の
授

業
が
行
わ
れ
て
き
た
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、「
社

会
構
造
を
問
わ
な
い
、
問
え
な
い
姿
勢
に
」
な
り
、「
自

己
責
任
に
帰
す
、政
府
側
に
沿
う
冷
笑
主
義
」
が
広
が
り
、

社
会
の
病
理
に
な
っ
て
い
る
と
分
析
を
し
ま
し
た
。
こ
の

状
況
に
対
し
て
「
教
育
で
は
、
批
判
的
思
考
が
も
っ
と
も

大
事
、『
だ
が
、
し
か
し
』
と
主
体
的
に
考
え
る
子
ど
も
」

の
育
ち
に
携
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

現
地
企
画
で
は
教
育
関
係
団
体
や
青
年
教
職
員
か
ら
、

命
と
安
全
に
か
か
わ
る
問
題
だ
ら
け
の
「
万
博
遠
足
」
中

止
や
特
別
支
援
学
校
の
教
育
環
境
改
善
、
高
校
の
統
廃
合

に
よ
る
生
徒
へ
の
影
響
な
ど
大
阪
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

16
日
夕
刻
か
ら
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
５
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。「
子
ど
も
に
と
っ
て
のW

ell-being

」「
教
育

DX
」「
多
様
性
尊
重
の
教
育
」「
平
和
を
考
え
る
」「
大
阪

の
教
育
」が
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
教

育
DX
」
で
は
、
基
調
報
告
で
学
び
の
保
障
の
在
り
方
が
問

わ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
と
政
府
の
DX
政
策
を

切
り
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提
起
さ
れ
ま

し
た
。
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
に
よ
り
学
び
の
定
式
化

や
教
員
の
力
量
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
利
用
に
よ
る
学
習
の
個
別
化
と
子
ど
も
の
社
会
的
分

断
が
起
き
、
時
間
的
・
空
間
的
制
約
の
低
減
に
と
も
な
い

学
校
と
い
う
場
の
解
体
が
進
む
。
教
育
と
校
務
の
標
準
化

に
よ
る
教
育
の
画
一
化
と
国
家
統
制
が
進
む
こ
と
に
な
る

と
課
題
を
示
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
、

出
版
社
は
制
作
費
の
回
収
が
難
し
く
発
行
者
は
減
少
し
、

寡
占
化
が
進
ん
で
い
る
。「
良
質
な
教
科
書
の
発
行
に
よ
っ

て
多
様
な
教
育
実
践
を
保
障
す
る
こ
と
」
が
危
機
に
瀕
し

て
い
る
と
出
版
労
連
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

17
日
か
ら
18
日
は
分
科
会
が
18
会
場
で
開
催
さ
れ
、
長
野

県
か
ら
は
９
本
の
レ
ポ
ー
ト
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。「
主

権
者
の
教
育
と
生
活
指
導
・
自
治
活
動
」
分
科
会
へ
辰
野

高
校
の
生
徒
も
参
加
し
、
生
徒
会
活
動
を
通
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
活
動
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
社
会
に
向
け
た

広
い
視
点
を
持
っ
て
、
主
体
的
で
地
域
と
の
連
携
を
基
本

に
据
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
取
り
組
み
に
参
加
者
か
ら
驚

き
と
称
賛
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
主
的
で
自
治
的
な
生

徒
会
活
動
を
通
じ
て
生
徒
の
着
実
な
成
長
が
み
ら
れ
る
報

告
で
し
た
。
教
育
の
つ
ど
い
は
全
国
の
実
践
に
学
び
、
県

内
の
実
践
を
紹
介
す
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
来
年
は
レ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、一
参
加
者
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

全体会会場：国指定重要文化財　大阪市中央公会堂
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★
理
科
教
育･･･

小
中
高
合
わ
せ

て
12
本
の
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
１

本
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
さ

れ
ま
し
た
。
実
験
の
結
果
と
確
か

に
な
っ
た
こ
と
を
自
分
な
り
の
言

葉
で
書
く
こ
と
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
高
校
の
レ
ポ
ー
ト
を
も

と
に
、
発
達
段
階
に
沿
っ
た
取
り

組
み
の
必
要
性
を
確
認
し
な
が
ら
議
論
が
な
さ
れ
る
な

ど
、
大
変
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
で
は
あ
ま
り
意

識
さ
れ
な
い
発
達
段
階
に
沿
っ
た
指
導
の
重
要
性
や
小
学

校
、
中
学
校
の
教
育
の
変
化
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
地
球
温
暖
化
」
や
「
原
子
爆
弾
」
な
ど
科
学
技

術
の
負
の
部
分
の
扱
い
が
、
教
科
書
で
は
問
題
の
大
き
さ

に
対
し
て
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
か
と
い
う
部
分
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
も
含

め
て
科
学
技
術
の
負
の
部
分
に
も
、
も
っ
と
触
れ
て
い
く

工
夫
が
必
要
だ
と
い
う
議
論
も
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
レ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
か
ら
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
レ
ポ
ー
ト
の
終
わ
り
に
「
こ
れ
か
ら

の
授
業
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
再
任
用
も
３
年
目
で
そ
ろ
そ
ろ
、
と
「
こ

れ
か
ら
」
は
な
い
つ
も
り
で
し
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り

こ
う
い
う
場
に
く
る
と
や
る
気
、
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

全
体
会
（
16
日　

13
時
～
15
時
30
分
）

記
念
講
演　

斉
加
尚
代
さ
ん

現
地
企
画

★
こ
こ
20
年
安
倍
政
権
の
下
進
め
ら
れ
て
き
た
政
府
の
教

育
介
入
の
流
れ
が
よ
く
わ
か
っ
て
納
得
し
ま
し
た
。（
井

口
）
★
講
演
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
TV
放
映
や
映
画
の

内
容
だ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
現
地
企
画
の
青
年
部
の
発

表
は
「
頑
張
れ
」
と
応
援
し
た
く
な
る
内
容
で
と
て
も
よ

か
っ
た
。（
髙
橋
）
★
育
鵬
社
教
科
書
の
執
筆
者
で
あ
る

伊
藤
隆
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
話
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
斉
加
さ
ん
に
拍
手
で
す
。（
牧
内
）
★
難
し
い
内
容

で
し
た
が
、
よ
り
良
い
教
育
の
実
現
の
為
に
は
ど
う
す
べ

き
か
考
え
さ
せ
ら
れ
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
赤

羽
）
★
斉
加
尚
代
さ
ん
の
講
演
は
、「
教
育
改
革
」
が
現

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
16
日　

17
時
～
19
時
半
）

全
体
会
記
念
講
演
「
な
ぜ
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
は
狙
わ
れ
る
の
か
？

歴
史
改
ざ
ん
と
『
愛
国
』
の
危
う
さ
を
考
え
る
」

講
師
:
斉
加
尚
代
さ
ん　

毎
日
放
送
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
担
当

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。「
教
育
と
愛
国
~
教
科
書
で
い
ま
何
が
起
き
て
い

る
の
か
~
」
で
各
賞
受
賞
。「
何
が
記
者
を
殺
す
の
か　

大
阪
発
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
現
場
か
ら
」（
集
英
社
新
書
ほ
か

全
体
会
現
地
企
画　

２
０
２
４
教
育
の
つ
ど
い
を
支
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
方
か
ら
の
発
言
で
、
大
阪
の
教
育
の
今
を
浮
き
彫
り

★
Ｅ
ど
う
な
っ
て
い
る
の
⁈
大
阪
の
教
育･･･

生
徒
、

保
護
者
、
府
立
高
、
私
立
通
信
高
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
現
在

の
高
校
教
育
に
対
す
る
思
い
を
語
り
、
大
い
に
共
感
し
ま

し
た
。（
井
口
）
★
Ｄ
ど
う
し
て
戦
争
は
だ
め
な
の
ー
若

者
と
平
和
を
考
え
る
ー･･･

戦
争
が
起
こ
っ
て
い
た
当
時

場
と
は
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
進
み
、
一
部
の
学
者
な
ど

の
意
見
を
鵜
呑
み
に
し
た
政
治
家
な
ど
が
十
分
に
吟
味

も
な
く
安
直
に
取
り
入
れ
て
い
る
実
態
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
教
育
の
大
切
さ
を
守

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
大
阪
の
先

生
た
ち
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
教
育
に
対
す
る
攻
撃
を
具
体

的
に
訴
え
ら
れ
、
そ
の
深
刻
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
年
定
数
割
れ
で
廃
校
と
い
う
高
校
再
編
や
民
間
試

験
で
合
否
判
定
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
商
品
と
し
か
見
て

い
な
い
よ
う
な
こ
と
が
実
際
に
起
き
て
お
り
、
こ
の
国
の

先
行
き
が
心
配
に
な
る
ば
か
り
で
す
。（
木
下
）

の
残
酷
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
う
い
っ
た
過
去
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
平
和
の
実
現
を
目
指
す
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。（
赤
羽
）

　分
科
会

　　　17
日　

10
時
～
17
時
30
分
18
日　

９
時
30
分
～
16
時　

理科教育分科会でレポート発表
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若
い
先
生
こ
そ
参
加
し
て
刺
激

を
受
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
木
下
）
★
外
国
語
・
外
国
語
活

動･･･
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
分

科
会
に
二
日
間
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
参
加
で
あ
っ
た
た
め
、

「
レ
ポ
ー
ト
内
容
を
色
々
と
指
摘

さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」
と

最
初
は
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
と
は
逆
に
、

自
分
で
は
全
く
気
付
い
て
い
な

か
っ
た
自
分
の
取
り
組
み
の
良

い
と
こ
ろ
を
多
く
発
見
し
て
い

た
だ
き
、
日
々
の
取
り
組
み
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
都
道
府
県
や
校
種
を
超
え
て
、
様
々
な

実
践
例
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、「
こ
れ
私
も
や
っ
て
み
た

い
！
」
と
思
う
も
の
に
た
く
さ
ん
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
授
業
ど
う
し
よ
う
…
」
と
一
人
で
悩
ん
で
い
て

も
な
か
な
か
解
決
し
な
い
と
き
、
今
回
の
例
を
参
考
に
、

楽
し
く
授
業
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
様
々
な

収
穫
が
あ
り
、
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
支
部
・
県
教
研
も
含
め
て
「
参
加
す
る
と
、
授
業
の

ネ
タ
が
増
え
る
！
」
く
ら
い
の
軽
い
気
持
ち
で
、
若
い
先

生
方
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
盛
田
）
★

発
達
・
学
力
、
教
育
課
程
づ
く
り･･･

レ
ポ
ー
ト
を
義
務
、

高
校
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
て
あ
り
、
飽
き
ず
に
参
加

で
き
た
。
18
日
午
後
は
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の

分
、
複
数
の
共
同
研
究
者
か
ら
た
く
さ
ん
助
言
や
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
。（
髙
橋
）
★
国

語･･･

17
本
の
レ
ポ
ー
ト
中
、
小
学
校
が
ほ
と
ん
ど
で
、、

高
校
４
本
で
し
た
。
全
国
の
元
気
の
あ
る
授
業
実
践
に
触

れ
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
牧
内
）
★
主
権
者
の
教

育
と
生
活
指
導
・
自
治
活
動･･･

不
登
校
の
子
が
ク
ラ
ス

に
馴
染
ん
で
い
く
お
話
を
聞
き
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
で

あ
っ
た
り
、
環
境
が
変
え
て
い
く
ん
だ
な
と
感
じ
た
。
ま

た
、
辰
野
高
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
し
、
意

見
交
換
を
行
い
、
学
校
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
意
見
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
赤

羽
）
★ 

子
ど
も
・
青
年
た
ち
の
生
き
た
い
社
会
づ
く
り

･･･｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
地
域
食
材
食
品

か
ら
の
地
域
活
性
化｣

と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
ま

し
た
。
レ
ポ
ー
ト
発
表
で
時
間
が
押
し
て
質
疑
の
時
間
が

少
な
く
な
り
、
質
問
も
少
な
め
で
し
た
が
、
伝
え
た
い
事

は
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
小
水
力
発
電
が
達
成
す
る｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消｣

と
い
う
事
に
興
味
深
さ
を
感

じ
る
と
い
う
意
見
が
有
り
ま
し
た
。
太
陽
光
に
基
づ
く
小

水
力
発
電
は
、
山
国
の
長
野
県
で
は

CO2
も
出
さ
ず
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。
平
均
標
高
が
日
本
一
で

冷
涼
な
長
野
県
を
生
か
し
た
作
物
を
加
工
し
て
販
売
し
、

利
益
を
地
域
の
た
め
に
還
元
で
き
れ
ば
、
長
野
県
が
持
つ

過
疎
化
等
の
問
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
と
、
ワ
イ

ン
や
パ
ン
や
ピ
ザ
等
の
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。
平
和
や
民
主
主

義
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
等
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い

物
が
多
か
っ
た
で
す
。（
森
嶋
）

※
誌
面
の
都
合
で
一
部
を
編
集
、
掲
載

し
て
い
ま
す
。
分
科
会
感
想
は
、レ
ポ
ー

タ
ー
の
方
々
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。 2024 県教研ニュース 1 号

2024 年度　長野県教育研究集会　記念講演（オンライン）
　2024 年 11 月 2 日（土）10：00 ～ 12：00
　パブリックビューイング：上伊那農業高校
　講師：伊藤　亜紗（いとう　あさ）さん
　　美学者。　
　　専門は美学、現代アート。　
　　東京工業大学 教授
　　／科学技術創成研究院 未来の人類研究センター
　　／リベラルアーツ研究教育院
　　／環境・社会理工学院 

2024 長野県教育研究集会

＜共催団体名＞
長野県保育問題連絡協議会
全国福祉保育労働組合長野県支部
公益社団法人長野県教育文化厚生協会

＜後援団体名＞
長野県 PTA 連合会
日本教育公務員弘済会長野支部
長野県教職員互助組合
長野県退職教職員互助組合
長野県教職員組合会館
教職員共済生活協同組合長野県事業所
辰野町教育委員会
箕輪町教育委員会
飯島町教育委員会
南箕輪村教育委員会
中川村教育委員会
宮田村教育委員会
信州の教育と自治研究所
長野県高等学校退職教職員協議会
生活協同組合コープながの
長野県高等学校生活協同組合

県教研参加申込は
こちらのサイトから

https://www.kenkyoken.com/

「ままならない体と生きる」

開　催　日　程
2024 年 11 月 2日（土）
全体集会・記念講演　10：00 ～ 12：00
　　　上伊那農業高校　＋　オンライン

「ままならない体と生きる」

☆彡　レポーターでなくても、どなたでも参加できます。
☆彡　支部・研究会からの推薦レポートではなくても、どなたでもレポート発表できます。
☆彡　成功したことも失敗したことも、困っていること悩んでいることも、率直に語り合い交流しましょう。
☆彡　レポートにまとまっていなくても、写真や動画、教材などでの発表もOK。日々の実践を気楽に話しましょう。
☆彡　個人での発表、あるいはさまざまな仲間との共同発表も大歓迎。

分科会

紹　介
11 月 2 日（土）

13：00 ～ 17：30

分科会　　　　　　　13：00 ～ 17：30
　　　参集　ハイブリッド　オンライン
　　　（上伊那農業高校・伊那中学校）
　　　※ 11/3（日）にも開催の分科会あり

開催方法・会場 分科会　（ｈ）…（hybrid）

オンライン

1国語教育 2外国語活動・外国語教育 3社会科教育 4算数・数学教育 10
家庭科教育 11保健体育教育 13総合学習・生活科 16特別支援教育と障害
児の教育　17幼年期・低学年の教育と保育問題　18青年期・定時制・通信制の
教育 19子ども・青年と進路 20平和・人権と国際連帯の教育 21教育条件
整備　22学校給食と食教育　23環境・公害と教育　24現代文化・図書館教育

上伊那農業高校
5理科教育(h) 7音楽教育 8書写・書道教育 12学校保健 14学校づくり・
教育課程(h)　26高校改革・入試制度(h)　28特設(h)

伊那中学校
6図工・美術教育 9技術・職業教育 15生活指導 25子どもの権利条約が生
きる学校（不登校いじめ問題）
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1国語教育 2外国語活動・外国語教育 3社会科教育 4算数・数学教育 10
家庭科教育 11保健体育教育 13総合学習・生活科 16特別支援教育と障害
児の教育　17幼年期・低学年の教育と保育問題　18青年期・定時制・通信制の
教育 19子ども・青年と進路 20平和・人権と国際連帯の教育 21教育条件
整備　22学校給食と食教育　23環境・公害と教育　24現代文化・図書館教育

上伊那農業高校
5理科教育(h) 7音楽教育 8書写・書道教育 12学校保健 14学校づくり・
教育課程(h)　26高校改革・入試制度(h)　28特設(h)

伊那中学校
6図工・美術教育 9技術・職業教育 15生活指導 25子どもの権利条約が生
きる学校（不登校いじめ問題）

2024 県教研ニュース 1 号

2024 年度　長野県教育研究集会　記念講演（オンライン）
　2024 年 11 月 2 日（土）10：00 ～ 12：00
　パブリックビューイング：上伊那農業高校
　講師：伊藤　亜紗（いとう　あさ）さん
　　美学者。　
　　専門は美学、現代アート。　
　　東京工業大学 教授
　　／科学技術創成研究院 未来の人類研究センター
　　／リベラルアーツ研究教育院
　　／環境・社会理工学院 

2024 長野県教育研究集会

＜共催団体名＞
長野県保育問題連絡協議会
全国福祉保育労働組合長野県支部
公益社団法人長野県教育文化厚生協会

＜後援団体名＞
長野県 PTA 連合会
日本教育公務員弘済会長野支部
長野県教職員互助組合
長野県退職教職員互助組合
長野県教職員組合会館
教職員共済生活協同組合長野県事業所
辰野町教育委員会
箕輪町教育委員会
飯島町教育委員会
南箕輪村教育委員会
中川村教育委員会
宮田村教育委員会
信州の教育と自治研究所
長野県高等学校退職教職員協議会
生活協同組合コープながの
長野県高等学校生活協同組合

県教研参加申込は
こちらのサイトから

https://www.kenkyoken.com/

「ままならない体と生きる」

開　催　日　程
2024 年 11 月 2日（土）
全体集会・記念講演　10：00 ～ 12：00
　　　上伊那農業高校　＋　オンライン

「ままならない体と生きる」

☆彡　レポーターでなくても、どなたでも参加できます。
☆彡　支部・研究会からの推薦レポートではなくても、どなたでもレポート発表できます。
☆彡　成功したことも失敗したことも、困っていること悩んでいることも、率直に語り合い交流しましょう。
☆彡　レポートにまとまっていなくても、写真や動画、教材などでの発表もOK。日々の実践を気楽に話しましょう。
☆彡　個人での発表、あるいはさまざまな仲間との共同発表も大歓迎。

分科会

紹　介
11 月 2 日（土）

13：00 ～ 17：30

分科会　　　　　　　13：00 ～ 17：30
　　　参集　ハイブリッド　オンライン
　　　（上伊那農業高校・伊那中学校）
　　　※ 11/3（日）にも開催の分科会あり

開催方法・会場 分科会　（ｈ）…（hybrid）

オンライン

1国語教育 2外国語活動・外国語教育 3社会科教育 4算数・数学教育 10
家庭科教育 11保健体育教育 13総合学習・生活科 16特別支援教育と障害
児の教育　17幼年期・低学年の教育と保育問題　18青年期・定時制・通信制の
教育 19子ども・青年と進路 20平和・人権と国際連帯の教育 21教育条件
整備　22学校給食と食教育　23環境・公害と教育　24現代文化・図書館教育

上伊那農業高校
5理科教育(h) 7音楽教育 8書写・書道教育 12学校保健 14学校づくり・
教育課程(h)　26高校改革・入試制度(h)　28特設(h)

伊那中学校
6図工・美術教育 9技術・職業教育 15生活指導 25子どもの権利条約が生
きる学校（不登校いじめ問題）

外国語教育・外国語活動分科会で

レポート発表後、他県の高校生と交流
辰野高校から参加の赤羽村紫音さんと浦野さくらさん 11 月 2 日（土）は

県教研
申し込みは
コチラから


